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ブックトークブックトーク
今月の

日差しがより一層まぶしい季節です。太陽の燃え
るような輝きや情熱を表す真っ赤なルビーは７月の
誕生石。１冊目に紹介する『てまりのナゾほどき帳』

はそんなルビーにまつわる謎
ときの物語です。舞台は江戸
時代末期の長崎の出島。ある
日見慣れぬ男が主人公のてま
りの家の古手屋（今でいう古
着屋）に、夏なのにはんてん
を売りに来ます。はんてんの
中にはルビーが隠されており、

次の日にはすぐにほかの人が高値で買いに来きまし
た。どうやらオランダ船から持ち出された石のよう
で、怪しい取引が行われているようです。一体誰が
何のために？その真相を探るべく、友だちと力を合
わせて出島に行くことになり…？ ハラハラのひと
夏の冒険です。
ルビーの他にも美しい宝石はたくさんありますが、
それらを自分で探せるのが『こどもが探せる川原や
海辺のきれいな石の図鑑 改訂版』です。実際に水
辺で見つけた石の写真がたく
さん載っていて、なんの鉱物
なのか見分ける方法も書いて
あります。鉱物、鉱石、宝石、
岩石など名称の違いや、皆さ
んが目にしている石も、複数
種類の鉱物が合わさってでき
ている物も多いことなどがわ
かります。海や川で比較的石
が探しやすいおすすめスポットを20カ所も紹介。
2015年刊行の本の改訂版で、場所も写真も最新情
報です。探す時の持ち物や服装も載っているので、
おうちの人と行ってお気に入りの石をどちらがたく
さん見つけられるか、競い合っても楽しそうですね。

こちらの親子も石のことで競い合ったようですよ。
『小さなバイキングビッケ』はあらくれものの大人

の海賊にまじって小さなビッケ
が大活躍する物語。ある時、お
父さんと石運び競争をすること
になったビッケ。力自慢のお父
さん・ハルバルが大きな石をど
んどん運ぶ中、力ではなく、知
恵で勝負することに！ 玄関の
ドアを外し、あるものを作って
勝負に勝ちます。そんな賢い息
子を、ハルバルは一緒にバイキ

ング遠征に連れていくことにし、船に乗せます。敵
に捕まった時、何度もあっと驚く方法をビッケが考
え付きますよ。例えば、牢屋に入れられた時、珍し
い魚でピンチを切り抜けます。さてどんな方法だっ
たかは、ぜひ読んでみてください。
ビッケ親子は２人で石運びをしましたが、『巨石

運搬！ 海をこえて大阪城へ』は大勢の人が力を合
わせて巨石を運んだ実話絵本
です。瀬戸内海の島で、石切
り歌を歌いながら大勢の石工
が切り崩した巨石を、シュラ
という大きなソリに乗せてみ
んなで引っ張ります。たいこ
やほら貝も鳴らして、まるで
お祭りみたいです。船に乗せ
て海を渡り、大阪城の石垣になっていく様子が、開
くしかけで楽しめる本です。昔の人の知恵とパワー
で運ばれた石が、今も大阪城を支えているのですね。
私たちの周りの石も、この先の未来で誰かのお気

に入りになったり、どこかの建物の一部になったり
するかもしれないと思うと、なんだか見え方が変
わってくる気がしませんか？
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